
 令 和 2 年 度 学 校 評 価 報 告 書 島根県立益田高等学校

【合い言葉】「　自　立　へ　の　道　程 ( み ち )  」 【重点目標】　 (1)進路保障　　①   よりよい社会を創るという目標を共有し、自己の将来の在り方・生き方を考える機会を通じて早期に進路目標を設定させ、進路実現に向かう意欲と態度を育てる。

　　　　　　　　　　　　  　　②   進路決定に必要な情報の提供や面談等より、生徒の進路実現に向けた意欲を喚起し、日々努力する習慣を身につけさせ、目標実現に向けて必要な学力を獲得させる。

【教育目標】主体的に物事に取り組み、様々な他者とのつながりを通して自らを高め、未来を切り拓くことのできる生徒を育てる。

                              (2)学力保障        ①  習得・活用・探究を意識した授業改善に取り組み、生きて働く「知識・技能」、未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の学力を伸ばす。

【教育方針】（１）生徒の進路目標を早期に確立させ、その実現を支援する。（進路保障）                                                            ② 「わかる・力がつく」授業を行い、自主的な学習を促すとともに主体的な学習に取り組む態度を育成して、やりきる力と個に応じた能力が身につくようにする。   

                                                           ③  スーパーサイエンスハイスクール事業（以下「SSH」）への取組を通して掘り起こした興味・関心・疑問を研究課題に深化させ、科学リテラシーと創造性の素地を育てる。

（２）基礎基本に基づいた確かな学力を育成する。（学力保障）

                               (3)資質保障       学習、部活動、生徒会活動、学校行事等に主体的、積極的に取り組ませることにより「益高生に身につけさせたい資質・能力」を育成する。

（３）豊かな人間性を養い、これからの社会をたくましく生き抜く力を育成する。（資質保障）

評価 領　　域 中　期　目　標 短    期    目    標 成  果 ・ 取 組 指 標 自　己　評　価 評価 学校関係者評価

項目 達　成　状　況 考　　　　　察

・教育目標及び重点目標を、全教育活動を ・コロナ禍の中、合言葉「自立への道程(みち)」のもと、重点目標達成に向け、授業、 3.1 ・来年度からスタートする単位制に向けて、各分掌、教科等での連携を深める。

学 環境整備 働きやすい職場環境の構築 　通して達成する。 ･教職員の自己評価で３以上     学校行事、部活動、SSH事業、進路行事など全教育活動を通して、全教職員が努力した。 ・単位制導入、制服の刷新といった新しい益田高校のイメージを広く発信していく。

校 ・目標達成に向けた適切な学校運営を行う。 （４段階）を目標とする。 ・コロナ禍の予算措置により、業務アシスタントの増員や学習指導員の配置が行われ、教員の 3.1 ・業務アシスタント、学習指導員の活用を更に進め、教員の働き方改革につなげる。

運 学びやすい学習環境の構築 ・校内組織及び校務分掌を連携,機能させる。     負担軽減につながった。行事の見直し等は進められた。更なる業務負担軽減を考えたい。 3.0 ・ＳＳＨの課題探求での外部の方々の協力を更に推し進め、探究学習が地域課題解決に

営 ・PTA活動を通して保護者との連携を密にし、 ・ＰＴＡ総会は書面決議となり、役員会も1回目は中止であったが、毎学期ごとに刊行している 3.3 つながる学習活動になるように進めていく。

　その活性化を図る。     「益高PTAだより」の発行、地域産業視察、環境整備視察等は例年通り実施できた。。 ・ＰＴＡとの連携を密にし今年度できなかった諸活動が進められるようにする。

・学習や進路実現を支援する適切な内容、 ・蔵書を適切に管理し、計画的に必要な書籍を購入するなどして、図書館運営が 3.2 ・生徒がより多くの本との出会いをするために、蔵書の新陳代謝を推進するとともに

　量の蔵書を整え、利用しやすい図書館運     スムースに行われた。また、他分掌と連携して必要に応じた資料提供を行った。 　生徒、教職員による図書紹介を掲載する図書新聞を発行して啓発活動に取り組む。 

　営を行う。 ・利用しやすい図書館となるように館内外の掲示・展示等の工夫をした。 3.2 ・オンライン授業が可能となるように教員の研修の機会を設け、環境整備も実施する。

・ホームページや「学校だより」等により ・学校便り 「いわみの」 を隔月発行し、学校状況を精選して発信した。 3.3 ・ホームページの更新を増やし、益田高校の活動を内外に発信する。

　適切な広報活動を行う。 ・ホームページについては、今年度はSSH事業だけでなく積極的かつ迅速に更新した。 3.3 　また､緊急メールを利用して情報伝達に役立てる。

・生活環境・学習環境の美化が保てるよう、 ・生徒数減のなか、各掃除場所で的確に分担して、取り組んでいる。 3.0 ・生徒ロッカーの新調が全学年終了したので、改めて生徒自身の机上あるいは机周り、

　積極的に清掃活動を行う。     今後とも、全教職員できめ細かな指導を継続する。 　ロッカー等の整理整頓を心がけさせる。

・費用対効果を考えた教育活動を行う上で、 ・新型コロナ対策を中心として校内の要望を踏まえ、効果的な備品整備に努めた。 3.3 ・全学年４クラス体制となり、空き教室も増えるので有効的な活用を考える。

　効率的・効果的な予算執行を行う。

・生徒会や各種委員会をできるだけ主体的 ・コロナ禍の中、例年とは異なる学園祭企画運営を生徒会が中心となって行い、２学期 3.0 ・生徒会役員を中心に生徒会活動が自主的、主体的なものとなるように工夫していく。

生 自他を尊重する精神の育成 　に活動させることで生徒の資質を伸ばす。 ･教職員の自己評価で３以上     スポーツ大会は種目決めから日程調整まで生徒会が中心となって行った。 ・創立１１０周年式典をはじめとする学校行事のあらゆる場面で、生徒が主体的に活動できる

活 豊かな人間性の育成 ・図書館から情報を十分提供し、読書や （４段階）を目標とする。 ・利用しやすい図書館となるよう館内の提示、展示等を工夫した。蔵書の新陳代謝を推進し 3.2 ような計画を立案する。

指 　資料活用の推進を図る。 ･人権・同和教育研修会を 新しい本の購入だけでなく、古い本の廃棄等を行った。 ・読書啓発活動の一環として図書委員会の活動を活性化する。

導 ・自他の権利を理解し、お互いに思いやり   開催し、共通理解を図る。 ・HR活動や新たな講演会導入により生徒の人権意識の向上に努めた。 3.2 ・次年度も各学年より人権・同和教育担当をつくり、より組織的に生徒一人ひとりの

　共生する心の育成に取り組む。 ･人権・同和教育LHRを全学 ・安全安心ｱﾝｹｰﾄを実施し生徒のいじめ等の実態把握に努めた。 　人権意識の向上に取り組む。

・広報活動等を通して家庭や地域と連携   年毎学期行い、その意識の ・人権・同和教育HR指導については、各学年会で内容をしっかり検討し現状に 3.2 ・講演会、ＨＲ活動などを公開し、地域との連携を意識して取り組む。

　しながら、人権・同和教育を行う。   高揚を図る。     適したものとし、正担任だけでなく副担任も授業を行っている。 ・奨学金や進学費用等のお金に関する話はＰＴＡ総会等で広く周知する。

・基本的生活習慣を確立し、心身の健康を ・基本的生活習慣の確立の大切さを、学校生活のあらゆる場面で伝え指導できた。 2.9 ・新制服に伴う新しい服装規定が生徒に浸透し、端正な制服の着こなしが定着するよう努める。

規範意識の定着 　自ら管理する姿勢を育成する。 ･教職員の自己評価で３以上 ・制服の変更に伴い服装規程の見直しを行い、教員全体で共通認識の機会を作った。 2.7 ・安全安心アンケートも引き続き実施して、生徒の実態把握をする。

基本的生活習慣の確立 ・規律ある部活指導を行い学習と両立する。 （４段階）を目標とする。 ・年度当初の休業期間の影響か、部活動と学習の両立に苦慮する生徒が少し増えた。 2.7 ・総合的なガイドラインに則った部活動計画を各部活動で立案する。

・交通ルールを遵守させ、街頭指導や自転 ・自転車と車の接触事故が何件かあり、また自転車のマナーについて一般の方からご指摘を 2.8 ・空き部室の有効利用を進める。

　車点検など、交通安全指導を適切に行う。 いただいたこともあり、注意喚起や交通委員会の立ち番等を行った。 ・警察からの指導や、ＬＨＲを活用して生徒に安全指導をしていく。

・優れた芸術や文化に触れる機会や情報 ・コロナ禍の中でも学園祭の３年演劇は実施することができた。また文化部総合公演 - ・行事の精選において、芸術鑑賞会は３年に１回の開催とし芸術科が主担当となった。

　を提供する。    「マスティバ」は中止となったが、合唱ブラスのオータムコンサートは実施できた。 　次は令和４年度開催となる。グラントワが使用できないので、実施内容の検討を進める。

・学習習慣の定着と学力向上に向けた取り ・学習習慣を定着させるために、学習の記録や時間調査を効果的に活用した。 ・新しい学力観を踏まえながら教育課程を編成し、生徒の進路を保障する。

学 基礎・基本の定着 　組みを適切に行う。 ･教職員の自己評価で３以上     習熟度授業、モザイク授業により、各学力層に応じて個々の学力伸張が図れた。 ・新学習指導要領実施に向け、評価方法の具体化を検討していく。

習 知的応用力の育成 ・常に授業改善を意識し、指導力向上の施 （４段階）を目標とする。 ・各学期に授業公開旬間を設定し、授業公開と改善に取り組んだ。また、授業改善プロジェク 3.1 ・研修旅行のプログラムを見直し、生徒にとって安全で実りあるものとなるように検討を重ね

指 主体的な学習態度の育成 　策を行い、教科指導の充実を図る。 ･生徒による授業評価を1･2 　トの研究授業により、協調学習の研修の機会が提供された。 実施に向けて立案する。

導 ・土曜特別補習を行い、積極的に学習する  学期末に実施し、指導法改 ・土曜特別補習では大学入試を意識した問題を精選して、生徒の関心意欲を引き出して 2.9 ・土曜特別補習や模試を行う意義、ねらい、目的を生徒に伝え、生徒にとって充実感の

・ 　姿勢と入試に対応できる応用力を育成する。  善及び指導力向上に活かす。 　実施している科目や、外部資格試験対策講座を実施した。 　持てる魅力あるものにしていく。

進 ・３年生の８限授業を効果的に実施し学力向上 ・コロナによる休校終了後、授業進度を取り戻すため３年８ 限授業を設定し展開した。 3.2 ・３年生の２学期は今後成績が伸びていく理社を中心として教科の進度を考慮し、

路     に役立てる。     学園祭終了後は理社を中心にした３年８ 限授業を設定し効果的に実施した。 　生徒の学力実態に対応した授業となるようにする。

指 ・３年間を見通した進路指導計画の下、適 ・コロナ禍で１学期の進路説明会は中止となったが、各学年とも２学期以降に学年集会・保護者 3.1 ・今年度の大学共通テストの結果をしっかり分析し、次年度に生かすとともに生徒の多様な

導 職業観の育成 　切な情報提供により、生徒・保護者の進 ･教職員の自己評価で３以上     進路説明会の開催や学年通信を発行し、保護者への進路情報の提供を行った。また１１月に 進路に対応できるように、情報収集に努め、３年間を見通した進路計画の構築、教員への

進路目標の確立 　路意識の高揚を図る。 （４段階）を目標とする。     「いわみ仕事発見バスツアー」という地元企業を回る保護者向けイベント等も実施した。 周知を図っていく。

能力・適性の開発 ・進路希望調査、職業人講話などを行い、 ・地元企業による説明会を実施し、地元企業を知る機会を設けたり、特に１年生には 3.1 ・高校魅力化コンソーシアムにおいて地域人材を活用して、職業観・勤労観を養う。

　進路意識の高揚に努める。    「カタリ場」を実施し、多くの職業人との出会うことにより職業観の育成を図った。 　さらに、コンソーシアムの部会において、地元企業の地域貢献や人材開発のあり方

・個別添削、小論文指導や面接指導を組織 ・教科や学年部と連携を図り、効果的に小論文指導・面接指導を行った。また、担 3.3     を知る機会を検討して、益田圏域でのキャリア意識の育成を図る。

　的に行い、進路実現を支援する。 　任と教科担当の連絡を密にし、３学年を中心に個別添削指導を実施した。 ・ポートフォリオの作成について情報を共有し、全学年に周知する。

・関西研修、東京研修、課題研究、２年文系 ・コロナのため研修旅行は全て中止となった。２年課題探求に市役所、ユタラボ職員を始めと 3.0 ・第５期申請に向けて情報収集を行うとともに、課題探求、課題研究における地域連携を更に

　課題探究と更なるSSH事業の充実を図る。   する外部の方々の協力を得ることができ、深まりのあるものになりつつある。 　深め、成果の普及に努める。

・１年生論理的思考力基礎演習SPを通して、 ・２年理数科、普通科理系クラスとも小学校へのアウトリーチ活動を継続している。 3.1 ・各プログラムごとのルーブリックを生徒に事前に提示することで、各プログラムでの到達

　論理的な思考力・批判的思考力を育成する。 　２年生普通科文系は、地域創生の在り方を考える課題探究に３年まで継続して取り組んだ。 　目標を明らかにしていく。

・危機管理の手引きを改訂し、事故発生時 ・「危機管理の手引き」について、改定をし今年度末には新たに配布し、周知の機会を持つ 3.0 ・改訂された「危機管理の手引き」の内容を共有し、様々な場面で活用できるようにする。

安 安全対応 危機管理体制の確立 　に柔軟に対応できる体制を整える。 ･教職員の自己評価で３以上 　予定である。 ・職員研修や事例を通し、本校の学校いじめ防止基本方針を周知する。

全 能力の向上 危機回避・対応能力の向上 ・学校防災計画を作成し、計画的に実施す （４段階）を目標とする。 ・避難訓練については、コロナ禍や天候不良のため１、２学期は実施できなかった。２月には 3.2 ・本校が地域の避難場所となっているので、「避難所運営マニュアル」の存在を周知しそれ

管 　る。 　避難訓練を実施し、２年課題研究の生徒が避難経路の研究として観察を行った。 　に従って、災害時の受け入れについて確認をする。

理 ・安全点検を計画的に実施し、安全な環境 ・保健部、PTA、双方より安全点検を行い、対応可能な所についてはスピーディーに対応し、 3.2 ・ＰＴＡの環境整備部会から指摘を受けた危険箇所の整備、保健部の安全点検結果による

　整備を図る。     生活環境等の改善を行った。 不良箇所の整備等を優先順位をつけながら実施していく予定である。

・危険な施設や設備を計画的に整備する。 ・施設の一元化が行われ、委託業者による施設の点検により違った視点からの施設の修繕が 3.2

　行われた。安全点検等を通じて要望のあった箇所については優先的に修繕を行った。

・課題探究学習で避難経路の研究をしている班が新聞等で取り上
げられていたが、実際に役に立つよい研究だと思った。
・コロナ禍でも口腔ケアは大事なので検診が実施できてよかっ
た。また換気についても風邪をひかない程度に適切な換気を今後
も続けてほしい。
・ワークエンゲージメントという、仕事から活力を得るといった考
え方もある。働き方改革も大事だが、働くことで活力を得られると
いった前向きなとらえ方もしてほしい。

・部活動について、総体をはじめとして様々な大会が中止とな
り、生徒の様子はどうであったのか、部活動そのものに消極的に
なってしまったのではないか。
・部活動について外部指導者の活用はどうか。教員の負担軽減
にもつながると考えられる。
・新しい制服について、中学生の反応はどうであったのか。パン
ツスタイルを選べることで、志望者増につながればよい。

進路目標の
実現

改　　善　　策

豊かな人間
性の育成
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の育成

3.1

確かな学力
の推進

・コロナ禍の中休校期間もあり、様々な行事も中止になったが、
コロナ禍であったからこそできること、オンライン授業のための環
境整備（ハード面でもソフト面でも）等は必要である。
・リモート授業のマイナス面もあり、通常以上の熱意でないと伝
わらない、そういったリモートの特性を知った上で取り組んでいっ
てほしい。
・益田高校魅力化部会の取り組みに期待したい。メンバーに地元
でも影響力がある人たちが入っているので、ぜひアピールし、益
田高校の魅力を広めてほしい。

・コロナ禍でＳＳＨの海外研修が中止になったのは、残念であっ
た。今リモートでつながることもできる。海外の学校とリモートで
の交流等も計画してみてはどうか。
・ＳＳＨの活動は益田高校の大きな魅力の一つである。外部の人
に広く見てもらうためにも、ＳＮＳの利用、動画配信等も考えてみ
てはどうか。
・ケーブルテレビでは益田高校の活動をよく取り上げている。
ケーブルテレビには企画から関わることもできるので、高校生に
企画や編集に関わらせて番組制作をさせてみてはどうか。
・圏域の子どもの数が減っているので、志願者数の大幅な増加
は今後も見込めないだろうが、この圏域の生徒をしっかりキャッチ
アップしていってもらいたい。そのためには益田高校の活動を広く
目にする機会を作り、小中学生にもアピールしてほしい。


